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地
域
主
権
関
連
３
法
が
４
月
２８

日
、
参
議
院
本
会
議
で
可
決
、
成

立
し
た
こ
と
を
受
け
、
地
方
六
団

体
は
同
日
、
会
長
連
名
に
よ
る
共

同
声
明
を
公
表
し
た
�
左
下
掲
。

成
立
し
た
３
法
と
は
「
国
と
地

方
の
協
議
の
場
に
関
す
る
法
律
」

「
第
１
次
一
括
法
（
地
域
の
自
主

性
及
び
自
律
性
を
高
め
る
た
め
の

改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係

法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
）
」

「
地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
」
。
昨
年
の
通
常
国
会
に

提
出
さ
れ
て
い
た
も
の
の
今
国
会

ま
で
継
続
審
議
と
な
っ
て
い
た
。

国
と
地
方
の
協
議
の
イ
メ
ー
ジ

は
、
「
左
掲
の
図
」
の
と
お
り
。

関
係
閣
僚
と
地
方
六
団
体
の
代
表

で
組
織
す
る
ほ
か
、
総
理
も
必
要

に
応
じ
て
出
席
し
発
言
す
る
。
協

議
の
場
で
は
、
国
と
地
方
公
共
団

体
と
の
役
割
分
担
に
関
す
る
事
項

の
ほ
か
、
地
方
行
財
政
や
税
制
な

ど
地
方
自
治
に
関
す
る
事
項
、
地

方
自
治
に
影
響
を
及
ぼ
す
と
考
え

ら
れ
る
事
項
に
つ
い
て
、
幅
広
い

議
論
を
積
み
重
ね
て
い
く
。

第
１
次
一
括
法
で
は
４１
法
律
に

関
し
義
務
付
け
・
枠
付
け
の
見
直

し
が
図
ら
れ
る
。
具
体
的
に
は
▽

児
童
福
祉
施
設
の
設
置
及
び
運
営

に
関
す
る
基
準
▽
公
営
住
宅
の
整

備
基
準
及
び
収
入
基
準
▽
道
路
の

構
造
の
技
術
的
基
準
―
―
な
ど
を

自
治
体
の
条
例
へ
委
任
。
ま
た
、
条

例
制
定
権
の
拡
大
も
図
ら
れ
る
。

改
正
自
治
法
で
は
議
員
定
数
の

上
限
が
撤
廃
さ
れ
る
。
ま
た
、
議

会
事
務
局
の
法
制
担
当
や
監
査
委

員
事
務
局
の
複
数
市
町
村
で
の
共

同
設
置
が
可
能
と
な
っ
た
。

３
法
の
成
立
を
巡
っ
て
は
、
憲

法
の
原
則
で
あ
る
「
国
民
主
権
」

と
の
整
合
性
を
図
る
べ
き
と
す
る

自
民
党
の
主
張
を
受
け
入
れ
、

「
地
域
主
権
」
の
文
言
を
削
除
す

る
修
正
が
加
え
ら
れ
た
。
修
正
さ

れ
た
３
法
案
は
４
月
２２
日
、
衆
議

院
本
会
議
で
可
決
し
て
い
た
。

「「
国国
とと
地地
方方
のの
協協
議議
のの
場場
にに
関関
すす

るる
法法
律律
」」等等
のの
成成
立立
にに
ああ
たた
っっ
てて

本
日
、
「
国
と
地
方
の
協
議
の

場
に
関
す
る
法
律
」
な
ど
３
法
が

成
立
し
た
。

地
方
六
団
体
は
、
政
府
・
与
野

党
に
対
し
再
三
に
わ
た
り
、
早
期

成
立
を
強
く
求
め
て
き
た
と
こ
ろ

で
あ
り
、
こ
れ
ら
３
法
の
成
立
を

評
価
し
た
い
。

特
に
法
制
化
さ
れ
た
「
国
と
地

方
の
協
議
の
場
」
は
、
地
方
の
長

年
の
悲
願
で
あ
り
、
東
日
本
大
震

災
か
ら
の
復
旧
・
復
興
に
向
け
た

国
・
地
方
を
挙
げ
て
の
一
丸
と
な

っ
た
取
組
み
や
社
会
保
障
と
税
の

一
体
改
革
等
地
方
自
治
に
関
す
る

諸
課
題
を
協
議
し
て
い
く
上
で
極

め
て
重
要
で
あ
る
。
今
後
、
で
き

る
限
り
早
期
に
協
議
を
開
始
し
、

国
と
地
方
の
実
効
あ
る
対
話
を
積

み
重
ね
る
中
で
、
国
・
地
方
を
通

じ
て
真
に
効
果
的
な
施
策
が
進
め

ら
れ
る
こ
と
を
強
く
望
む
。

我
々
地
方
も
、
引
き
続
き
、
真

の
分
権
型
社
会
の
実
現
に
向
け
て

全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く
所
存
で

あ
る
。

平
成
２３
年
４
月
２８
日

地
方
六
団
体
会
長
連
名

被被
災災
地地
のの
１１６６
団団
体体

選選
挙挙
期期
日日
がが
決決
定定

政
府
は
５
月
１０
日
、
東
日
本
大

震
災
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
地
域

の
う
ち
、
６
月
１１
日
以
降
に
任
期

満
了
を
迎
え
る
議
会
と
長
の
選
挙

に
関
し
、
選
挙
期
日
を
延
期
す
る

特
例
法
改
正
法
案
を
閣
議
決
定
し

た
。
合
わ
せ
て
、
統
一
選
を
実
施

す
る
予
定
だ
っ
た
被
災
地
の
特
例

選
挙
期
日
を
定
め
る
政
令
に
つ
い

て
も
閣
議
決
定
し
た
。

今
回
の
閣
議
決
定
に
よ
り
定
め

ら
れ
た
政
令
で
、
特
例
選
挙
期
日

が
設
け
ら
れ
た
市
町
村
は
１６
団

体
。
う
ち
特
例
選
挙
期
日
が
定
め

ら
れ
た
市
は
▽
水
戸
市
�
５
月
２９

日
▽
白
河
市
�
７
月
１０
日
▽
福
島

市
�
７
月
３１
日
▽
会
津
若
松
市
�

８
月
７
日
▽
盛
岡
市
�
８
月
２８
日

▽
郡
山
市
�
９
月
４
日
▽
須
賀
川

市
�
９
月
４
日
―
―
の
７
団
体
。

現
時
点
で
選
挙
予
定
期
日
に
つ

い
て
の
判
断
が
困
難
な
自
治
体
に

つ
い
て
は
、
選
挙
予
定
期
日
が
固

ま
っ
た
段
階
で
改
め
て
特
例
選
挙

期
日
を
定
め
る
。

（昭和３６年１２月２０日第三種郵便物認可）

第1795・96号５月１５日平成23年
（2011年）

５月１５日現在の都市数
８０９都市

うち

指定都市 １９市

中核市 ４１市

特例市 ４０市

一般市 ６８６市

特別区 ２３区

地地
域域
主主
権権
関関
連連
��
法法
がが
成成
立立

国
と
地
方
の
協
議
の
場
が
創
設
へ

（１） 平成２３年５月１５日 第１７９５・９６号
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地
方
議
会
関
係
者
の
間
で
現
在
、
議
会
改
革
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー

と
し
て
注
目
を
集
め
る
存
在
が
会
津
若
松
市
議
会
。
議
会
基
本
条
例

を
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
ツ
ー
ル
と
し
て
活
用
し
、
「
市
民
と
の
意

見
交
換
会
」
「
政
策
討
論
会
」
な
ど
を
通
じ
て
「
市
民
の
負
託
に
応

え
う
る
合
議
体
た
る
議
会
づ
く
り
」
を
進
め
て
い
ま
す
。
会
津
若
松

市
議
会
の
取
り
組
み
に
お
け
る
最
大
の
特
徴
は
、
市
民
参
加
型
の
政

策
形
成
サ
イ
ク
ル
の
構
築
・
実
践
。
議
会
側
が
市
民
の
声
を
吸
い
上

げ
な
が
ら
、
政
策
形
成
へ
積
極
的
に
か
か
わ
っ
て
い
く
姿
勢
を
議
会

基
本
条
例
で
打
ち
出
し
、
実
行
に
移
し
て
い
ま
す
。
議
会
基
本
条
例

を
制
定
し
た
平
成
２０
年
度
に
は
６３
団
体
・
４
２
４
人
、
２１
年
度
に
は

１
４
６
団
体
・
９
０
０
人
が
視
察
に
訪
れ
た
会
津
若
松
市
議
会
。
２２

年
１１
月
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
議
会
の
軌
跡
を
本
と
し
て
取
り
ま
と

め
、
視
察
時
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
も
活
用
し
て
い
ま
す
。
本
紙
で
は

今
号
と
次
号
で
、
こ
の
本
を
紐
解
き
つ
つ
会
津
若
松
市
議
会
に
お
け

る
議
会
改
革
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

平
成
２０
年
６
月
に
制
定
さ
れ
た

会
津
若
松
市
議
会
基
本
条
例
。
全

２２
条
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
条
数

と
し
て
は
多
い
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
議
会
基
本
条
例
の
先
進
事

例
と
し
て
紹
介
さ
れ
る
北
海
道
の

栗
山
町
議
会
で
は
全
２６
条
、
同
じ

く
先
行
し
て
条
例
制
定
を
成
し
遂

げ
た
三
重
県
議
会
で
は
全
２８
条
で

構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、

会
津
若
松
市
議
会
の
議
会
基
本
条

例
を
構
成
す
る
条
数
は
少
な
い
こ

と
が
分
か
り
ま
す
。

他
市
の
議
会
基
本
条
例
に
含
ま

れ
て
い
る
内
容
で
も
、
会
津
若
松

市
議
会
の
条
例
に
は
盛
り
込
ま
れ

て
い
な
い
規
定
が
多
く
、
特
に
地

方
自
治
法
第
９６
条
第
２
項
に
基
づ

く
議
決
事
件
の
拡
大
、
直
接
的
な

最
高
規
範
性
な
ど
が
規
定
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。

で
は
な
ぜ
、
会
津
若
松
市
議
会

の
議
会
基
本
条
例
を
学
ぼ
う
と
視

察
に
訪
れ
る
人
が
多
い
の
か
。
そ

れ
は
会
津
若
松
市
議
会
の
議
会
基

本
条
例
に
は
独
自
の
規
定
が
盛
り

込
ま
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。
▽
会

派
制
の
原
則
結
成
規
定
▽
各
派
代

表
者
会
議
の
条
例
化
▽
議
決
責
任

の
明
確
化
▽
二
元
代
表
制
を
踏
ま

え
た
予
算
確
保
の
努
力
規
定
―
―

な
ど
が
条
例
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る

の
で
す
。
こ
れ
ら
の
規
定
は
、
先

進
事
例
を
参
考
と
し
つ
つ
も
固
有

の
改
革
課
題
を
解
決
す
る
視
点

で
、
選
択
的
あ
る
い
は
必
要
で
あ

れ
ば
独
自
に
規
定
を
盛
り
込
ん
で

い
っ
た
結
果
が
、
条
文
と
し
て
実

を
結
ん
だ
も
の
な
の
で
す
。

会
津
若
松
市
議
会
の
議
会
基
本

条
例
で
は
会
派
に
つ
い
て
「
議
員

は
、
議
会
活
動
を
行
う
に
当
た
り
、

会
派
を
結
成
す
る
も
の
と
す
る
」

と
規
定
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
注

目
す
べ
き
は
、
会
派
の
形
成
を
原

則
と
し
て
義
務
付
け
て
い
る
こ
と

に
あ
り
ま
す
。
一
般
的
に
は
「
す

る
こ
と
が
で
き
る
」
と
規
定
さ
れ

る
と
こ
ろ
、
あ
え
て
「
す
る
も
の

と
す
る
」
と
し
た
点
で
す
。
ね
ら

い
は
「
議
会
内
の
政
策
形
成
主
体

と
し
て
の
会
派
の
位
置
付
け
を
明

確
に
す
る
」
こ
と
に
あ
り
ま
し
た
。

政
務
調
査
費
の
交
付
主
体
と
も

な
っ
て
い
る
会
派
は
、
会
津
若
松

市
議
会
に
お
い
て
従
来
か
ら
、
議

会
を
運
営
す
る
う
え
で
必
要
不
可

欠
な
存
在
で
し
た
。
各
派
代
表
者

会
議
は
、
意
見
書
や
条
例
の
案
文

を
調
整
す
る
な
ど
、
議
会
運
営
の

根
幹
を
な
す
と
も
い
う
べ
き
存
在

と
し
て
機
能
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
各
派
代
表
者
会
議
は

従
前
、
公
式
な
存
在
と
し
て
位
置

付
け
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

非
公
開
の
各
派
代
表
者
会
議
の
場

で
、
議
会
の
重
要
事
項
が
決
ま
っ

て
し
ま
う
現
実
。
当
然
な
が
ら
政

策
決
定
の
過
程
が
、
市
民
の
目
に

写
り
ま
せ
ん
。
「
議
会
は
、
議
会

運
営
に
関
し
、
市
民
に
対
し
て
説

明
す
る
責
務
を
有
す
る
」
と
は
、

会
津
若
松
市
議
会
基
本
条
例
第
８

条
第
２
項
に
掲
げ
ら
れ
た
条
文
。

合
わ
せ
て
議
会
基
本
条
例
で
は
、

全
て
の
会
議
の
原
則
公
開
制
を
も

謳
っ
て
い
る
た
め
、
各
派
代
表
者

会
議
が
公
式
な
存
在
と
な
っ
た
現

在
、
市
民
へ
の
説
明
責
任
が
担
保

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
す
。

こ
の
ほ
か
、
会
津
若
松
市
議
会

基
本
条
例
第
５
条
で
は
「
市
民
と

議
会
と
の
関
係
」
に
つ
い
て
規
定

し
て
い
ま
す
。
第
１
項
で
は
「
議

会
は
、
市
民
に
対
し
積
極
的
に
そ

の
有
す
る
情
報
を
発
信
し
、
情
報

の
共
有
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

説
明
責
任
を
十
分
に
果
た
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
規
定
し
て
い

ま
す
。
合
わ
せ
て
第
４
項
で
は
、

「
市
民
参
加
の
推
進
に
努
め
る
と

と
も
に
、
市
民
と
の
意
見
交
換
の

場
を
多
様
に
設
け
る
も
の
と
す

る
」
と
も
規
定
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
条
文
に
則
っ
て
進
め

ら
れ
た
取
り
組
み
が
「
市
民
と
の

意
見
交
換
会
」
で
す
。
意
見
交
換

会
で
出
さ
れ
る
多
数
の
意
見
や
要

望
の
中
に
は
、
議
会
が
政
策
的
に

取
り
組
ん
で
い
く
べ
き
テ
ー
マ
が

含
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
テ
ー
マ

を
取
り
上
げ
、
議
員
間
討
議
を
基

本
と
し
た
「
政
策
討
論
会
」
で
検

討
し
、
検
討
結
果
を
持
参
し
て
次

回
開
催
の
「
市
民
と
の
意
見
交
換

会
」
へ
臨
む
サ
イ
ク
ル
が
会
津
若

松
市
議
会
で
は
確
立
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
サ
イ
ク
ル
を
会
津
若
松

市
議
会
で
は
「
政
策
形
成
サ
イ
ク

ル
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

政
策
形
成
サ
イ
ク
ル
を
形
成
す

る
ツ
ー
ル
は
、
前
述
の
「
市
民
と

の
意
見
交
換
会
」「
政
策
討
論
会
」

の
ほ
か
、
「
広
報
広
聴
委
員
会
」

の
３
つ
。
会
津
若
松
市
議
会
基
本

【
３
面
に
続
く
】

【上】

議議
会会
かか
らら
のの
政政
策策
形形
成成

会
津
若
松
市
議
会
が
目
指
す
市
民
参
加
型
政
策
サ
イ
ク
ル
と
は

３３
つつ
のの
ツツ
ーー
ルル
をを
活活
用用

議 会
ニ ュ ー ス

第１７９５・９６号 平成２３年５月１５日 （２）（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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【
２
面
か
ら
続
く
】

条
例
に
裏
打
ち
さ
れ
た
３
つ
の
ツ

ー
ル
が
、
そ
れ
ぞ
れ
十
分
に
機
能

す
る
こ
と
に
よ
り
、
市
民
か
ら
寄

せ
ら
れ
た
意
見
や
要
望
に
対
し
議

会
が
確
実
に
応
え
て
い
く
こ
と
と

な
る
の
で
す
。

会
津
若
松
市
議
会
の
政
策
形
成

サ
イ
ク
ル
で
は
、
「
市
民
と
の
意

見
交
換
会
」
で
寄
せ
ら
れ
た
多
く

の
意
見
の
中
か
ら
問
題
を
発
見
す

る
と
と
も
に
、
発
見
し
た
問
題
を

議
会
が
扱
う
テ
ー
マ
と
し
て
「
政

策
研
究
↓
政
策
立
案
↓
政
策
決
定

↓
政
策
執
行
↓
政
策
評
価
」
の
プ

ロ
セ
ス
に
乗
せ
、
問
題
解
決
の
糸

口
を
探
っ
て
い
き
ま
す
。
３
つ
の

ツ
ー
ル
は
、
そ
れ
ぞ
れ
政
策
形
成

サ
イ
ク
ル
に
対
応
し
て
お
り
、
市

民
と
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
に
よ
っ

て
政
策
形
成
サ
イ
ク
ル
の
各
プ
ロ

セ
ス
を
遂
行
し
て
い
き
ま
す
。

サ
イ
ク
ル
の
起
点
と
な
る
「
市

民
と
の
意
見
交
換
会
」
は
、
他
の

自
治
体
議
会
で
開
催
し
て
い
る

「
議
会
報
告
会
機
能
」
に
「
政
策

形
成
の
た
め
の
意
見
交
換
機
能
」

を
加
え
た
も
の
。
「
地
区
別
意
見

交
換
会
」
と
、
行
政
分
野
別
に
実

施
す
る
「
分
野
別
意
見
交
換
会
」

の
２
種
類
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

「
地
区
別
意
見
交
換
会
」
は
、

概
ね
小
学
校
区
に
対
応
し
た
１５
地

区
を
対
象
と
し
て
開
催
。
１
年
間

を
前
期
と
後
期
に
分
け
、
１
地
区

あ
た
り
前
期
と
後
期
、
そ
れ
ぞ
れ

１
回
ず
つ
開
催
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
議
会
報
告
だ
け
で
あ
れ
ば

年
４
回
開
催
も
不
可
能
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
会
津
若
松
市

議
会
の
意
見
交
換
会
は
議
会
報
告

機
能
の
ほ
か
、
意
見
交
換
機
能
を

も
加
え
開
催
し
て
い
ま
す
。
意
見

交
換
機
能
を
果
た
す
に
は
、
討
議

テ
ー
マ
や
政
策
課
題
に
係
る
論
点

・
争
点
を
提
示
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
論
点
等
の
提
示
に
向
け
た

対
応
に
は
、
一
定
の
調
査
研
究
な

ど
が
必
要
と
な
り
相
応
の
時
間
も

必
要
と
な
る
た
め
、
年
２
回
開
催

と
し
た
も
の
で
す
。

次
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
登
場
す

る
存
在
が
「
広
報
広
聴
委
員
会
」

と
な
り
ま
す
。
市
民
と
の
意
見
交

換
の
企
画
を
は
じ
め
、
問
題
発
見

や
課
題
設
定
を
担
っ
て
お
り
、
サ

イ
ク
ル
を
回
す
う
え
で
の
中
枢
機

能
を
果
た
す
機
関
と
い
え
ま
す
。

こ
の
委
員
会
は
、
従
前
の
広
報

編
集
委
員
会
を
発
展
的
に
解
消
し

て
設
置
し
た
機
関
。
こ
れ
ま
で
会

津
若
松
市
議
会
で
は
、
広
報
機
能

に
つ
い
て
一
定
の
取
り
組
み
を
進

め
て
い
た
も
の
の
、
広
聴
機
能
に

つ
い
て
は
取
り
組
み
が
十
分
で
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
名

が
体
を
表
す
と
お
り
、
広
報
と
広

聴
の
２
機
能
を
果
た
す
た
め
、
広

報
広
聴
委
員
会
の
設
置
に
至
っ
た

も
の
で
す
。

３
番
目
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
登

場
す
る
「
政
策
討
論
会
」
は
▽
全

体
会
▽
４
分
科
会
▽
議
会
制
度
検

討
委
員
会
―
―
で
構
成
さ
れ
る
機

関
。
問
題
分
析
や
政
策
立
案
を
担

当
し
ま
す
。
広
報
広
聴
委
員
会
が

設
定
し
、
各
派
代
表
者
会
議
の
決

定
を
経
て
討
論
テ
ー
マ
と
さ
れ
た

課
題
は
、
政
策
討
論
会
で
討
議
さ

れ
て
い
く
こ
と
と
な
る
の
で
す
。

政
策
討
論
会
の
討
論
テ
ー
マ
と

な
る
課
題
の
決
定
は
、
各
派
代
表

者
会
議
に
委
ね
ら
れ
て
い
ま
す
。

議
会
の
下
部
機
関
で
あ
る
広
報
広

聴
委
員
会
へ
、
議
会
と
し
て
の
課

題
設
定
ま
で
委
ね
る
わ
け
に
は
い

か
ず
、
機
関
意
思
と
し
て
の
一
定

の
担
保
措
置
が
必
要
だ
っ
た
た
め

で
す
。
全
体
会
や
分
科
会
な
ど
討

議
の
場
を
定
め
る
役
割
も
、
各
派

代
表
者
会
議
が
担
い
ま
す
。

市
民
と
の
意
見
交
換
会
の
う
ち

「
地
区
別
意
見
交
換
会
」
は
５
月

と
１１
月
、
定
例
的
に
開
催
し
て
い

ま
す
。
意
見
交
換
会
の
趣
旨
は
、

聴
取
し
た
市
民
意
見
を
後
ろ
盾
と

し
、
議
会
内
で
の
議
論
・
政
策
形

成
へ
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
。
議
員

は
「
市
民
の
意
見
・
要
望
の
意
図

・
真
意
等
を
お
聞
き
す
る
」
と
い

う
姿
勢
で
臨
ん
で
い
ま
す
。

会
議
の
柱
と
な
る
の
は
「
議
会

報
告
」
「
市
政
・
議
会
運
営
に
関

す
る
意
見
交
換
」
。
「
議
会
報
告
」

は
、
さ
ら
に
「
議
会
審
議
報
告
」

「
議
会
改
革
報
告
」
に
細
分
化
さ

れ
ま
す
。
議
会
審
議
報
告
で
は
、

定
例
会
や
臨
時
会
に
お
け
る
審
議

経
過
・
結
果
に
つ
い
て
報
告
。
議

会
改
革
報
告
で
は
「
政
策
形
成
サ

イ
ク
ル
」
「
市
民
と
の
意
見
交
換

会
」
の
目
的
と
趣
旨
を
説
明
し
た

の
ち
、
▽
市
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

意
見
を
ど
う
整
理
し
課
題
設
定
へ

つ
な
げ
た
か
▽
課
題
に
対
す
る
問

題
分
析
の
進
捗
は
ど
う
か
―
―
な

ど
、
半
年
間
で
議
会
が
取
り
組
ん

で
き
た
内
容
を
報
告
し
ま
す
。

市
政
・
議
会
運
営
に
関
す
る
意

見
交
換
で
は
、
問
題
分
析
や
政
策

立
案
し
て
い
る
テ
ー
マ
に
つ
い

て
、
議
会
で
考
え
て
い
る
論
点
や

仮
説
な
ど
説
明
し
た
の
ち
、
意
見

交
換
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
「
水
道
事
業
の
第

三
者
委
託
」
「
議
員
活
動
、
議
員

報
酬
等
の
仮
説
モ
デ
ル
」
な
ど
に

関
し
意
見
を
交
換
し
て
き
ま
し

た
。
次
号
で
は
個
別
の
事
例
紹
介

と
し
て
、
議
員
活
動
や
議
員
報
酬

に
関
す
る
会
津
若
松
市
議
会
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
掲
載
し
ま
す
。

市市
民民
のの
意意
見見
をを
議議
会会
へへ
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新新
庁庁
舎舎
落落
成成

議議
会会
所所
在在
地地
変変
更更

総
務
省
は
４
月
２１
日
、
「
地
方

公
共
団
体
の
議
会
の
議
員
及
び
長

の
所
属
党
派
別
人
員
調
」
を
公
表

し
た
。
こ
の
調
査
は
平
成
２２
年
１２

月
３１
日
現
在
、
議
員
ま
た
は
首
長

と
し
て
在
職
し
て
い
る
者
に
つ
い

て
、
選
挙
立
候
補
の
届
出
時
に
お

け
る
所
属
党
派
を
調
べ
た
も
の
。

所
属
党
派
別
の
人
員
は
、
２２
年

中
に
お
い
て
実
施
さ
れ
た
一
般
選

挙
の
結
果
な
ど
を
受
け
、
前
年
と

比
較
し
て
増
減
し
て
い
る
。
こ
の

う
ち
本
紙
で
は
、
特
に
市
区
議
会

議
員
に
注
目
し
な
が
ら
議
員
数
に

つ
い
て
整
理
し
て
い
く
こ
と
と
す

る
。
な
お
、
２２
年
中
に
お
け
る
一

般
選
挙
の
執
行
件
数
は
７
４
２
件

で
あ
り
、
う
ち
市
区
議
会
議
員
選

挙
は
１
５
６
件
、
市
区
長
選
挙
は

２
０
２
件
で
あ
っ
た
こ
と
を
補
足

し
て
お
く
。

市市
区区
議議
員員
定定
数数
２２３３９９
人人
減減

総
務
省
の
調
査
に
よ
る
と
、
全

国
の
市
区
町
村
議
会
議
員
の
定
数

は
、
対
前
年
比
９
８
７
人
減
の
３

万
３
６
９
５
人
。
こ
の
う
ち
市
区

議
会
議
員
の
定
数
は
、
対
前
年
比

２
３
９
人
減
の
２
万
１
３
５
８
人

と
な
っ
て
い
る
。
ち
な
み
に
町
村

議
会
議
員
の
定
数
は
、
対
前
年
比

７
４
８
人
減
の
１
万
２
３
３
７
人

と
な
っ
て
い
る
。

市市
区区
議議
員員
約約
６６４４
％％
がが「「
無無
所所
属属
」」

全
国
８
０
９
市
区
（
２２
年
１２
月

末
現
在
）
の
議
会
議
員
２
万
１
０

３
１
人
の
所
属
党
派
に
つ
い
て
、

取
り
ま
と
め
た
の
が
「
表
１
」
で

あ
る
。
こ
の
表
を
み
る
と
、
無
所

属
に
該
当
す
る
議
員
が
最
も
多
く

１
万
３
４
３
５
人
。
市
区
議
会
議

員
全
体
の
う
ち
６３
・
９
％
を
占
め

て
い
る
。
２１
年
の
調
査
で
も
、
無

所
属
に
該
当
し
た
議
員
は
１
万
３

７
０
６
人
で
全
体
の
６４
・
３
％
を

占
め
て
い
た
た
め
、
前
年
に
引
き

続
き
高
い
割
合
を
保
っ
て
い
る
。

次
に
占
め
る
割
合
が
高
い
党
派

は
公
明
党
で
２
３
３
７
人
。
日
本

共
産
党
の
２
０
１
１
人
、
自
由
民

主
党
の
１
６
３
７
人
、
民
主
党
の

１
０
４
２
人
が
、
公
明
党
の
後
に

続
く
。
議
席
数
を
３
倍
強
に
伸
ば

し
た
の
が
、
み
ん
な
の
党
。
２１
年

の
３
議
席
か
ら
２２
年
は
１０
議
席
へ

と
伸
ば
し
、
勢
力
が
飛
躍
し
た
。

市市
区区
議議
員員
１１３３
・・
２２
％％
はは
女女
性性

全
国
の
女
性
市
区
議
会
議
員
の

推
移
に
つ
い
て
取
り
ま
と
め
た
の

が
「
表
２
」
。
２１
年
よ
り
も
２４
人

増
加
し
た
。
所
属
党
派
に
つ
い
て

は
多
い
順
に
、
無
所
属
９
１
７

人
、
日
本
共
産
党
７
５
２
人
、
公

明
党
６
８
４
人
と
続
い
て
い
る
。

▽
真
庭
市
（
岡
山
県
）

〒
７
１
９
―
３
２
９
２

真
庭
市
久
世
２
９
２
７
―
２

�
０
８
６
７
（
４
２
）
１
２
７
２

FAX
０
８
６
７
（
４
２
）
１
４
２
０

▽
須
賀
川
市
（
福
島
県
）

〒
９
６
２
―
０
３
９
２

須
賀
川
市
柱
田
字
中
地
前
２２

�
０
２
４
８
（
６
５
）
２
４
０
９

FAX
０
２
４
８
（
６
５
）
２
４
４
３

▽
水
戸
市
（
茨
城
県
）

〒
３
１
０
―
０
０
６
３

水
戸
市
五
軒
町
１
―
２
―
１２

�
０
２
９
（
２
２
６
）
４
１
７
５

FAX
０
２
９
（
２
２
６
）
４
１
７
７

▽
高
萩
市
（
茨
城
県
）

〒
３
１
８
―
８
５
１
１

高
萩
市
春
日
町
３
│
１０

電
話
番
号
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
変
更
な
し

▽
秩
父
市
（
埼
玉
県
）

〒
３
６
９
―
１
５
９
２

秩
父
市
下
吉
田
６
５
８
５
―
２

�
０
４
９
４
（
７
２
）
２
１
２
２

FAX
０
４
９
４
（
７
７
）
１
０
１
０

都都
市市
問問
題題
公公
開開
講講
座座

申申
しし
込込
みみ
期期
限限
迫迫
るる

�
東
京
市
政
調
査
会
が
６
月
１１

日
、
「
『
消
え
た
老
人
』
は
な
ぜ

生
ま
れ
る
の
か
」を
テ
ー
マ
に
、
東

京
・
日
本
プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー
で
公

開
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
開
催
案

内
は
本
紙
第
１
７
９
３
号
で
お
知

ら
せ
し
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
申
し

込
み
の
期
限
が
迫
っ
て
ま
い
り
ま

し
た
の
で
、
改
め
て
ご
案
内
し
ま

す
。
申
し
込
み
期
限
は
６
月
９

日
。
参
加
申
し
込
み
は
東
京
市
政

調
査
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
問
い
合
わ
せ
は

東
京
市
政
調
査
会
研
究
室
ま
で
。

�
０
３
（
３
５
９
１
）
１
２
６
１

〈表１〉

市区議会議員の所属党派別人員調

平成２１年１２月

人 ％

２，３３０（１０．９）

２，０１１（ ９．４）

１，６９０（ ７．９）

１，０１４（ ４．８）

３４９（ １．６）

３（ ０．０）

２（ ０．０）

１（ ０．０）

２１１（ １．０）

１３，７０６（６４．３）

２１，３１７（１００．０）

２８０

２１，５９７人

※構成比（％）は、小数点以下第２位を四捨五入

平成２２年１２月

人 ％

２，３３７（１１．１）

２，０１１（ ９．６）

１，６３７（ ７．８）

１，０４２（ ５．０）

３４１（ １．６）

１０（ ０．０）

３（ ０．０）

２（ ０．０）

２１３（ １．０）

１３，４３５（６３．９）

２１，０３１（１００．０）

３２７

２１，３５８人

党 派

公 明 党

日本共産党

自由民主党

民 主 党

社会民主党

みんなの党

国 民 新 党

新 党 大 地

諸 派

無 所 属

計

欠 員

定 数 合 計

みみ
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